
※「校長室だより」カラー版は、本校ホームページ「配布文書」にアップしています。 

 

 

 

 

 

 

「いのち・いじめについて考える週間」の取組み ① 
 
本校では、「いのち・いじめについて考える週間」を年間３回

設定し、全校朝会での校長講話や各学級での指導を通して、子ど

もたちや教職員の「いじめ防止」の意識を高め、「いじめは生命

をも脅かす行為であり、人間として絶対に許されない行為であ

る」ことを学校全体で再認識する機会としています。また、「い

じめ防止基本方針」のもと、定期的に学校生活アンケートを実施

し、いじめの早期発見や実態把握に努めています。 
５月 11日は全市一斉の「いのち・いじめについて考える日」

でした。全校朝会の校長講話では、「くれよんの くろくん」という短いお話を紹介しました。そ

の中で、一人一人にはそれぞれよさがあり、違いを認め合うことの大切さや、いじめを見かけた

ときに見ているだけではなく、自分にできる行動を考えることなどを子どもたちに伝えました。 

「話を聞いて思ったことや考えたことを聞かせてほしい」と呼びかけると、全校朝会の後、た

くさんの子どもたちが講話の感想を書いて、校長室前のポストに投函していました。特に、高学

年の子どもたちの感想がたくさん届いていました。また、担任が授業の中で取り上げ、クラスの

全員が感想を書いてポストに出していた学級もありました。 

「いのち」や「いじめについて、子どもたちが考えたことを紹介します。 
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（表面より） 

各学級では、道徳などの学習で「いじめ」をテーマにした教材を取り上げたり、学級での友達

との関わりを振り返ったりするなど、子どもたちが「いじめ」や「いのち」について考える取組

みを行いました。 

５年生では、道徳の教材「名前のない手紙」をもとに学習しまし

た。このお話は、仲間外れにされていた主人公（わたし）が、筆箱

に入っていた名前のない励ましの手紙に支えられ、最後には友達（吉

野さん）が勇気を出して自分の行動を反省し、仲間外れがなくなっ

ていくという内容です。子どもたちは、「なぜ吉野さんはみんなの前

で話そうと思ったのか」「見ているだけでよかったのか」などについ

て考えました。学習を通して、困っている友達に寄り添うことや、「それはよくない」と伝える

こと、信頼できる大人に相談することなど、自分にできる行動について考えを深めました。 

６年生では、道徳の教材「わたしのせいじゃない」を

もとに学習しました。この教材は、一人の子どもがいじ

められている場面を見ている周りの子どもたちが、「わ

たしのせいじゃない」「見ていただけだから」など、そ

れぞれの立場から考える話です。学習では、「見ている

だけなら関係ないのだろうか」「自分だったらどのよう

に行動するだろうか」などについて話し合いました。

子どもたちは、いじめは当事者だけの問題ではなく、その場にいる一人一人が関わる問題である

ことに気付きました。そして、困っている人に声をかけることや、信頼できる大人に相談するこ

となど、自分にできる行動について考えを深めました。学習を通して、いじめを許さない気持ち

をもち、自分や友達を大切にすることの大切さについてあらためて考

える機会となりました。 

３年生では、「いのち」について考える学習を行いました。日本人の

平均寿命が 84歳であることを知り、「命を大切にするためにできるこ

と」について話し合いました。子どもたちは、「やさしい言葉をかける」

「自分の体を大切にする」「人を傷つけることをしない」など、さまざ

まな意見を出し合っていま

した。また、産まれたばかり

の赤ちゃんと同じくらいの

重さの人形を抱っこする体

験も行いました。「思ったよ

り重かった」「大事に抱っこ

したくなった」などの感想が

聞かれ、命の重みや大切さを

実感する機会となりました。 

これらの学習を通して、子どもたちは、自分自身や周りの人を大切にすることについてあらた

めて考え、思いやりの心を育む時間となりました。 

友達と認め合い、支え合いながら過ごす時間は、子どもたちの学校生活を豊かにします。その

一方で、何気ない言葉や行動が友達を傷つけてしまうこともあります。 

本校では、「いじめはいつでも、どの子どもにも、どの学校においても起こりうる」という認

識のもと、子どもたちが互いの違いを認め合い、思いやりの心をもって行動できるよう、いじめ

の未然防止に継続して取り組んでいます。「自分がされて嫌なことは人にしない」「困っている人

がいたら声をかける」といった当たり前のことを大切にしながら、誰もが安心して過ごせる学校

づくりを進めてまいります。今後もご家庭と学校が力を合わせ、子どもたちの健やかな成長を支

えていきたいと考えています。子どもたちの小さな変化に気付くためには、ご家庭との連携が欠

かせません。気になることやご心配なことがございましたら、遠慮なく学校までご相談ください。 


